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研究成果概要 

 HKの物理感度のstudyに向けて、検出器シミュレーション(WCSim)では内水槽（ID）と外水槽(O

D)で別個に発展してきたシミュレーションを一つに統一する作業が行われた。これにより、HK全

体の検出器シミュレーションを行うことが可能となった。このシミュレーションを元に、SKやT2K

で用いられているイベントの物理量を再構成するプログラム（fiTQun）のチューニングが行われ

た。fiTQunは、全PMTの電荷情報と時間情報を用いて、イベントの発生地点、発生時間、粒子の種

類、方向、運動量をMaximum likelihood法を用いてフィットする。 

 
 
 
 
 
 
 

そのためには、あらかじめ各PMTのprobability density function (PDF)を検出器シミュレーシ

ョンを使って定義する必要がある。2020年度にも内水槽のみのWCSimでfiTQunをチューニングした

が、今回はID、ODを含む新しいWCSimを用いてチューニングを行い、前回並みの精度でPDFが得ら

れた（図１）。この検出器シミュレーションとイベント再構成ツールを用いて、2025年度に物理

事象MCの生成を目指す。 



 
図１左：PMTの入射角度依存性、中央：PMTのunhit probability、右：PMTの電荷PDF 
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